
ケアパートナーでは、この度、慶應義塾大学スポーツ医学研究センター（所長、健康マネジメン
ト研究科委員長：大西祥平教授）と介護予防および介護度改善に関する共同研究を開始しました。

ケアパートナーでは、2002年6月から弊社オリジナルのプログラムである「Ｑアップトレーニン
グ」を考案し、全国58のデイサービスセンターに導入しています。全センターの月間延べ利用約
37,000名のお客様のうち約35,000名（2008年7月実績）のお客様にＱアップトレーニングを利用いた
だいており、トレーニングの利用率は約94％にもなります。

この共同研究では、「Ｑアップトレーニングを用いた介護予防および介護度改善効果の検証」と
題し、スポーツ医学の観点からも、トレーニングによりお客様の日常生活の身体機能、精神活動の
変化について検証し、介護予防や介護度改善の観点からＱアップトレーニングの意義を明らかにし、
更なるプログラムの改善に関して検討します。

「ケアパートナー」「ケアパートナー」××「慶應義塾大学」「慶應義塾大学」

ケアパートナーはケアパートナーは慶應義塾大学と共同研究を開始しました！慶應義塾大学と共同研究を開始しました！
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「Ｑアップトレーニングを用いた介護予防および介護度改善効果の検証」「Ｑアップトレーニングを用いた介護予防および介護度改善効果の検証」

ケアパートナーでは、この研究結果を基に、Ｑアップトレーニングの更なる改善と共に、お客様
へのサービス向上を図って参ります。

◆Ｑアップトレーニング（2006年2月商標登録）
･･･高齢者向けに改良されたトレーニングマシンやソフトジムボール・

バランスパッド・平行棒等を用いて、機能低下の著しい高齢者の筋と
神経の協調性を呼び覚ますトレーニング。日常生活動作（ADL）の向上を
図ることで活動的な社会生活を続ける為の自立支援や介護予防に効果的。

◆慶應義塾大学スポーツ医学研究センター
･･･スポーツ医学の臨床・教育・研究を行う機関。

運動に伴う事故や障害の対策と防止等を研究している。

★介護度の維持･改善の為に、
日々全国から様々なデータを集
め、検証し、実践してきた姿勢

★数々の取組みで
蓄積してきた
様々なデータ

★お客様のトレーニング
利用率94％という実績

①Ｑアップトレーニングが介護予防や介護度改善に効果的で
あると実証できれば、高齢期における生活の質の向上に
役立つことが期待できる。

②トレーニング効果と精神活動の変化の関係を明らかにすれば、
お客様自身の自己効力感がトレーニングの意欲を更に高める
という相乗効果が期待できる。

共同研究の意義共同研究の意義

次の点が共同研究開始のポイントとなりました！次の点が共同研究開始のポイントとなりました！


